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同タイムでともに日本選手権者となった井手恵理子（左）と加納尚子（右）。男子選手権者は谷川友太（中央） 

 

スプリント Oの女子日本一が

まさかの同タイム！ 

 
全日本スプリントオリエンテーリング大会 

2013 年 11 月 30 日 滋賀県竜王町 

希望ヶ丘公園 青年の城 

 
女子選手権決勝 - 1.5km ↑65m  

1 井手恵理子 0:12:56 朱雀 OK 

1 加納尚子 0:12:56 朱雀 OK 

3 守屋舞香 0:13:34 椙山女大 

4 渡辺円香 0:13:58 ES 関東 

5 宮川早穂 0:14:00 立教大学 

6 山岸夏希 0:14:18 公文国際 

 

男子選手権決勝 - 1.9km ↑100m  

1 谷川友太 0:13:50 ルーパー 

2 小泉成行 0:13:57 O-Support 

3 堀田 遼 0:14:16 鞍部同好会 

4 真保陽一 0:14:26 B&B 

5 松澤俊行 0:14:46 

6 松井健哉 0:14:48 ルーパー 

 

W20A-1.9km↑110m 

1 川島実紗 0:19:11 名古屋大学 

2 宮本和奏 0:19:24 京葉 OLC 

3 田中 圭 0:30:07 武蔵野大学 

W21A-1.9km↑100m 

1 五味あずさ 0:21:30 金大 OLC 

2 星 美沙 0:24:36 椙山女学園 

3 新井宏美 0:25:50 

W35A-1.6km↑100m 

1 宮本知江子 0:21:01 京葉 OLC 

2 三井由美 0:26:16 三河 OLC 

3 村越久子 0:29:11 静岡 OLC 

W50A-1.6km↑100m 

1 渡辺加与美 0:32:06 入間市 OLC 

2 植松裕子 0:33:07 

3 山本陽子 0:33:52 ES 関東 C 

 

M12-1.3km↑30m 

1 寺嶋謙一郎 0:15:44 

2 中川佑哉 0:54:10 

M15A-1.6km↑80m 

1 津島孝祐 0:20:53 桐朋 IK 

2 武田直之 0:24:12 中央大中学 

3 及川翔太 0:31:53 中央大中学 

M18A-1.9km↑110m 

1 山川 登 0:15:13 桐朋 IK 

2 池田 匠 0:18:07 

3 森川 周 0:21:51 桐朋 IK 

M21A-2km↑130m 

1 石野夏幹 0:18:27 B＆B 

2 山本淳史 0:18:34 東京大学 

3 菅谷裕志 0:18:43 OLC ルーパー 

M20A-1.9km↑110m 

1 樋口佳祐 0:16:30 名古屋大学 

2 栗本 開 0:17:09 東大 OLK 

3 猪俣祐貴 0:17:31 東大 OLK 

M35A-2km↑130m 

1 吉村年史 0:20:13 北九州 OLC 

2 蛭田晃仁 0:20:19 ときわ走林会 

3 奥村理也 0:21:03 OLC 吉備路 

M50A-1.9km↑100m 

1 片山雅之 0:19:23 

2 齋藤英之 0:20:07 川越 OLC 

3 杉本光正 0:20:29 ES 関東 

M65A-1.6km↑100m 

1 鹿野勘次 0:24:28 

2 久保喜正 0:24:33 京都 OLC 

3 児玉 拓 0:24:38 多摩 OLC 

 

2 名の女王 
初めての事態となった。全日本スプ

リントオリエンテーリング大会女子決

勝において 1 位に 2 名が同タイムで並

んだ。 

井手恵理子 0:12:56 朱雀 OK 

加納尚子 0:12:56 朱雀 OK 

しかも同じ地元関西クラブ所属の 2

名である。両名とも同着での日本選手

権者と認定されることになった。プレ

ーオフは行われない。 

 

0.1 秒の計測が必要？ 
10 年ほど前からスプリント競技が行

われるようになったときから、世界選

手権などでは 0.1 秒単位での計測が行

われてきた。スプリントではタイム差

がつきにくいことから計測は厳密に行

われ、しかもスターティングゲートを

設け、光電管によるフィニッシュゲー

トを利用するといった徹底ぶりだ。 

だが、日本国内のスプリント競技に

あってはそこまで厳密な計測が行われ

ることはなく、ロングディスタンス競

2 名の日本選手権者 
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技と同じようにパンチングフィニッシ

ュによる 1 秒単位の計測が行われてい

るのみである。現在の日本の競技規模

であれば、世界選手権基準を採用する

必要は感じられない。 

 
加納尚子 

 

男子優勝は谷川 
ルーパーの谷川が初めての日本選手

権者に輝いた。実力が拮抗する上位は

ワンミスで大きく順位が入れ替わる。

谷川はトップスピードでレースをよく

コントロールしており、最小限のミス

で優勝を手にした。高い集中力を感じ

るレース運びだ。 

 

森と人工物のコンビ 
コースは滋賀県希望ヶ丘公園にある

青年の城周辺で行われた。青年の城の

建物は巨大で複雑な形をしている。建

物の周囲は微地形で見通しが悪い森で

ある。コースはこうした森の部分と複

雑な建物を組み合わせて組まれている。

森の中は思いのほか移動速度が遅く、

かつミスを誘発しやすい。これを組み

合わせてバランスのよいレースを組み

立てることが要求された。 

（木村佳司） 

 
井出恵理子 

 

 
谷川友太 

 
男子決勝の地図（一部） 

序盤から高い集中力が要求される。最後ま

で集中を切らさずに走ることが要求された

コースだった。 


